
・宝ホールディングスの大宮です。

・本日はお忙しいところ、TaKaRaグループの2011年3月期決算および中期経営計画2013の説明会にお
集まりいただき、誠にありがとうございます。
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・本日は、ご覧の順番で説明します。
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・宝ホールディングス連結の2011年3月期決算について説明します。
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・前期比では、売上高は宝酒造グループ・タカラバイオグループともに減収となり、グループ全体では755百
万円減収の189,769百万円となりました。

・営業利益は、タカラバイオグループで過去最高益となりましたが、宝酒造グループの減益が響き、グルー
プ全体では前期比237百万円減益の8,335百万円となりました。

前・当期純利益は、震災による特別損失を計上したことなどが影響し、前期比889百万円減益の3,788百万円
となりました。

・昨年11月4日に発表した業績予想と比較すると、震災の影響も含め、宝酒造グループで計画未達となり、
グループ全体でも売上高・利益ともに計画未達となりました。
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・営業外および特別損益の概況です。

・当期は特別損失において、投資有価証券評価損や、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額に加え、
震災による特別損失を計上し、特別損益は▲922百万円となりました。

・なお、生産・供給体制への影響については、宝酒造の生産拠点・物流拠点において一部損傷があり、一
時的に製品の配送に遅れが生じましたが、今期の生産・供給体制への影響は軽微なものであると考えて
います。
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・宝酒造グループの2011年3月期決算について説明します。
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・前期比では、焼酎ハイボールが好調だった『ソフトアルコール飲料』で966百万円の増収、料理清酒が好
調だった『その他調味料』で534百万円の増収、フーデックス社の売上が加わった『その他』で2,369百万
円の増収となりましたが、『焼酎』で3,518百万円の減収となったことが響き、売上高は前期比179百万円減
収の166,790百万円となりました。

営業利益は 前期比560百万円減益の6 568百万円となりました・営業利益は、前期比560百万円減益の6,568百万円となりました。

・焼酎については、数量ベース・金額ベースともに市場並と推定されますが、減収となりました。
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・営業利益の増減分析です。

・前期比では、コストアップが920百万円、コストダウンが1,155百万円となり、差引235百万円のコストダウン
となりましたが、売上減少等による総利益の減少が1,277百万円となり、宝酒造単体の営業利益は前期比
751百万円の減益となりました。

・フーデックス社の株式取得により、のれんの償却を差し引いて222百万円の利益押し上げ効果がありまし
たが、全体では560百万円減益の6,568百万円となりました。

・計画比でも、売上減少等による総利益の減少が影響し、営業利益は計画に届きませんでした。

・当期は 猛暑やデフレ さらには震災の影響などにより 国内酒類事業を取り巻く環境は非常に厳しいもの当期は、猛暑やデフレ、さらには震災の影響などにより、国内酒類事業を取り巻く環境は非常に厳しいもの
となりました。
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・TaKaRaグループ中期経営計画2013について説明します。
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・まず、第7次中期経営計画を振り返ります。

・第７次中計では『成長投資と株主還元を通じ、中核事業の持続的安定成長と、成長事業育成の加速を実
現し、企業価値の向上を目指す』という基本方針のもと、2011年3月期の売上高2,000億円以上、経常利
益100億円以上を目指してきました。
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・第7次中計における各グループの事業戦略を振り返ります。

・まずは、宝酒造グループです。

・国内酒類事業では、収益力の維持・向上を目指し、品質訴求商品の開発・育成をすすめるとともに、消費国内酒類事業 、収 維 向 目指 、品質訴求商品 開発 育成 すす 、消費
者ニーズを捉えて、焼酎ハイボールの売上を拡大することができました。

・また、継続的なコストダウンにより、3ヵ年累計で1,950百万円のコストダウンを実現しました。

・しかしながら、売上高が当初の計画に及ばず、デフレの影響もあり商品構成が悪化したため、収益力を強
化することはできませんでした。

・国内外の伸びる市場へのチャレンジでは、海外で日本食材卸事業への参入を果たし、将来に向けた布石
を打つことができましたを打つことができました。

・また、加工業務用調味料事業においては、売上高を着実に伸ばすことができました。

・しかしながら、成長スピードが不足し、当初計画していた売上高には届きませんでした。

・以上の通り、宝酒造グループでは売上高が未達となり、また、経済環境の変化の影響で商品構成も悪化し
たため、営業利益も当初の計画を達成することができませんでした。
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・続いて、タカラバイオグループです。

・遺伝子工学研究事業では、クロンテック製品の大連への製造移管効果や、中国での売上拡大などにより、
収益力を強化してきましたが、研究用試薬の売上高の点では、為替の影響もあり計画未達となりました。

・医食品バイオ事業では、キノコの製造コストダウン、自社販売体制の確立、研究開発費の効率的運用など
により、着実に収益を改善することができました。

・遺伝子医療事業では、臨床開発を推し進めるとともに、昨年にはHF-10事業を買収しパイプラインを拡充
することができました。

・また、レトロネクチンを用いた細胞医療の有償治療も開始し、売上に貢献してきています。

・タカラバイオグループは、売上高こそ未達となりましたが、利益目標は達成し、過去最高の営業利益を上げ
ることができました。る き 。

・宝ヘルスケア社では、第7次中計最終年度での収支均衡を目指し、通信販売ルートの売上高を拡大させ
てきましたが、営業赤字が継続する結果となりました。
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・財務戦略では、成長のための投資と積極的な株主還元を実施しました。

・成長のための投資は、フーデックス社の株式取得と、米国宝酒造の設備増強で42億円の投資を実施しま
したが、100億円の目標金額には至りませんでした。

・株主還元では、目標に掲げた通り、配当と自己株式の取得を合わせ、株主還元総額100億円、株主還元
性向50%以上を実施しました。

・第7次中計の定量目標である2011年3月期の売上高2,000億円以上、経常利益100億円以上については、
売上高・経常利益ともに未達となりました。

・リーマンショックを起点とする経済環境の悪化など 外部要因によるところもありましたが 次の中計ではリ マンショックを起点とする経済環境の悪化など、外部要因によるところもありましたが、次の中計では、
外部の環境要因に関わらず成長していけるよう、さらに環境変化に強い事業構造の確立を目指して、それ
ぞれの施策を着実に実行していきます。
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・次の中期経営計画を説明する前に、まずは今後の市場環境について確認します。

・国内では、人口減少等に伴う消費市場の縮小と、消費の二極化などの消費構造の変化が想定されます。

・海外では、先進国・新興国ともに、日本食市場の拡大およびバイオ関連市場の拡大が想定されます。国 新 国 本食 関

・また、国内外に共通の環境変化として、原材料価格の高騰が予想されるうえ、東日本大震災の影響が長
期化する可能性もあります。

・総じて、国内の事業環境は厳しくなるものの、国内外ともに、成長を見込める機会が存在すると認識してい
ます。
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・このような環境変化を見据え、今年の4月から10年間の長期経営ビジョンである「TaKaRaグループ・ビジョ
ン2020」の実現に向けて、新たなスタートを切りました。

・TaKaRaグループでは、前回の10年間の長期経営構想において、2002年4月に持株会社体制に移行し、
2004年12月にはタカラバイオの上場を果たしました。

・そして、この体制のもとで、酒類・調味料事業という安定収益基盤と、バイオ事業と健康食品事業という成
長事業を有する、独自の強固な事業ポートフォリオを築いてきました。

・具体的には、宝酒造グループでは、少子化・高齢化による酒類消費数量の減少、さらには、リーマンショッ
クやデフレといった、厳しい環境の中で、国内酒類事業において、全量芋焼酎「一刻者」や、本格麦焼酎
「知心剣」など、多数のブランドを育成する戦略をとり、安定的な収益を稼ぎ出してきました。

・さらに、加工業務用の調味料市場への本格的な参入や、工業用アルコール市場、および海外の日本食材
卸事業への参入、また、不採算部門であった、清涼飲料事業からの撤退など、将来に向けた布石を打って
きました。

・タカラバイオグループでは、欧米の大手バイオ企業が積極的にM&Aを進めたことによる寡占化や、バイオ
研究の領域の拡がりによる、新製品開発競争の激化など、試薬ビジネスを取り巻く環境が厳しさを増す中
で、米国のクロンテック社をグループに加え、世界的な販売網の構築や、中国大連への製造移管によるコ
ストダウンに取り組み、安定した利益を得られるまでに成長させてきました。

・また、細胞医療での有償治療の開始、遺伝子治療での臨床開発の進展など、遺伝子医療事業の商業化
に向けて着実に布石を打ってきました。

・さらに、宝酒造グループのマーケティング力と、タカラバイオグループの技術力を活かして健康食品事業を
行う宝ヘルスケア社を設立し、将来の成長に向けて体制を整えました。

・次の10年間においては、国内酒類事業でしっかりと利益を稼ぎ出してグループ全体を支え、海外酒類事
業と、日本食材卸事業を中心に、海外での事業を伸ばし、さらには、遺伝子医療事業の商業化を実現させ
て、グループ全体で飛躍的に成長していきたいと考えています。
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・前述の「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けた実行計画の第1ステップとして策定したのが
「TaKaRaグループ中期経営計画2013」です。

・この中計では、『「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、国内での安定成長を実現するととも
げに、海外で大きく成長するための、事業基盤を拡大する』ことを基本方針に掲げ、定量目標として、2014年

3月期の売上高2,000億円以上、営業利益100億円以上を目指すとともに、海外売上高比率10%以上、成
長事業と育成事業の売上高比率25%以上を目指します。

・なお、売上高および営業利益については、前回の中計と同じ水準の目標ですが、将来のさらなる成長に
向けて、まずはこの水準をクリアしたいと考えています。
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・各事業の方針について説明します。

・基盤事業に位置付けている、国内酒類事業については、新商品の開発、ブランドの育成、収益力の強化
を3本柱に、グループの中核事業として、安定的なキャッシュフローを生み出し、グループ全体の成長を支
えることを目指します。

・次に、成長事業です。

・宝酒造グループの海外事業である海外酒類事業と日本食材卸事業では、海外における清酒やみりんの
売上拡大と、日本食材卸販売網の構築による成長を目指します。

・調味料・酒精事業は、今年の４月から、調味料と酒精の事業を統合しましたが、まずは、加工業務用調味
料と酒精のそれぞれの分野での売上拡大を目指し、さらに、事業統合の相乗効果を活かして、BtoBビジ料 酒精 それぞれ 分野 売 拡大を目指 、 らに、事業統合 相乗効果を活 、
ネスとしての拡大を目指します。

・遺伝子工学研究事業は、タカラバイオグループにおいては、基盤事業としてしっかりと収益を生み出してい
ますが、海外を中心に、より一層の成長が可能な事業として、グループ全体の中では成長事業に位置付け
ています。

・その、遺伝子工学研究事業では、研究開発の生産性を向上させ、基盤技術の開発を推進するとともに、新
興国を含めた、国内外の市場の積極的な開拓を進めていきます。興国を含めた、国内外 市場 積極的な開拓を進めていきます。

・育成事業に位置付けている、健康食品事業では、ガゴメ昆布フコイダンを中心に売上を拡大し、早期の黒
字化を目指します。

・遺伝子医療事業では、遺伝子治療の商業化を目指し、積極的に臨床開発を推進するとともに、培地や
バッグなどの、細胞医療用製品の売上拡大と、遺伝子治療用ベクターの製造など、臨床開発支援事業の
拡大を目指します拡大を目指します。
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・定量目標です。

・売上高2,000億円以上、営業利益100億円以上を目指します。

・また、TaKaRaグループとして、初めて海外売上高比率の目標を掲げています。初 高

・その目標は、宝酒造グループで115億円、タカラバイオグループで85億円、グループ全体では売上高比
率10%の200億円以上ですが、中長期的には、海外売上高比率をさらに高めていきたいと考えています。

・さらに、成長事業と育成事業においても売上高比率の目標を掲げ、成長事業で450億円、育成事業で50
億円の合計500億円、売上高比率にして25%以上を目指します。
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・財務方針では、健全な財務体質を維持しながら、成長事業と育成事業に対して優先的に投資を行い、ま
た、配当と自己株式取得を合わせた株主還元性向で50%以上となる積極的な株主還元を実施します。

・成長・育成事業への投資を通じた利益成長と、株主還元による自己資本のコントロールにより、ROEの向
上を目指します。
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・宝酒造グループの中期経営計画について説明します。
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・宝酒造グループでは、『国内は、酒類事業の収益力強化およびBtoB事業の拡大、海外は、日本食材卸
販売網の構築に取り組む』ことを基本方針に掲げ、定量目標として売上高1,800億円、営業利益77億円を
目指します。
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・中期経営計画における各事業の戦略について説明します。

・まず、国内酒類事業です。

・国内では、人口減少や高齢化、さらには若年層の酒離れが進行し、酒類の市場は今後も縮小傾向が続く国内 、人 減 高齢化、 若年層 酒離 行 、酒類 市場 今後 縮 傾向 続く
と予想されます。

・一方で、価値観の変化や消費の二極化が進み、新たな飲用シーンや需要が発生することも考えられます。

・また、大きな流れとして、原材料価格の高騰、デフレの進行、景気低迷など、厳しい市場環境が続くことが
予想されます。

・宝酒造グループでは、これまで、既存商品のブランド育成に重点を置いてきましたが、今後は、それに加え
て 新商品の開発スピードを上げ 様々な消費者ニーズに きめ細やかに対応できる新商品を積極的に投て、新商品の開発スピ ドを上げ、様々な消費者ニ ズに、きめ細やかに対応できる新商品を積極的に投
入し、売上の拡大を目指します。
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・次に、調味料・酒精事業です。

・酒精事業とは、清酒メーカー・食品メーカー・化粧品メーカーなどに原料としてアルコールを販売するビジ
ネスですが、前述の通り今年の4月に調味料加工業務用事業本部と酒精事業本部を統合し、調味料・酒
精事業本部を設立しました。

・この事業本部において、まずは、加工業務用調味料と酒精のそれぞれの分野での事業拡大と、両方の事
業に共通するお客様に対する提案力を強化することを目指し、将来的には宝酒造グループの事業の柱と
なるようBtoBビジネスとしての拡大を目指します。
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・次に、海外事業です。

・海外事業を取り巻く環境として、先進国での健康志向の高まりや、新興国での所得水準の向上を受け、今
後も日本食市場の拡大が予想されます。

・このような市場環境の中、まず、海外酒類事業では、米国・中国を中心に日本食レストラン市場における当
社製品のシェアアップと、量販チャネルにおける間口拡大を目指します。

・また、日本食材卸事業では、海外における販売網の構築と拡大を目指します。

・昨年の4月に株式を取得したフーデックス社では、ベルギーに子会社を設立するなど流通網の拡大に取り
組んでいます組んでいます。

・海外酒類事業と日本食材卸事業を通じて、日本食文化をさらに世界に広めるとともに、日本の酒類と食材
の両方を持つという強みを活かし、新たな販路の獲得と、間口拡大を目指します。

・先ほど、海外売上高比率の定量目標として説明した通り、宝酒造グループでは2014年3月期の海外売上
高115億円を目指していますが、この目標を早期にクリアし、さらに成長させていきたいと考えています。
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最後に、2012年3月期の業績予想について説明します。
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・宝酒造グループの2012年3月期の業績予想です。

・売上高は、『焼酎』で1,304百万円、『ソフトアルコール飲料』で3,547百万円の増収、フーデックス社の売上
高を含む『その他』で1,526百万円の増収などを見込み、前期比7,009百万円増収の173,800百万円を計
画しています。

・売上高の伸びによって、売上総利益は2,612百万円の増益となりますが、販管費の増加を見込み、営業利
益は前期比131百万円増益の6,700百万円を計画しています。
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・宝ホールディングス連結の2012年3月期の業績予想です。

・売上高は、宝酒造グループ・タカラバイオグループともに増収の計画で、グループ全体では7,530百万円
増収の197,300百万円を計画しています。

・利益面では、営業利益は前期並みの8,400百万円、経常利益は前期比272百万円増益の8,700百万円、
当期純利益は前期比211百万円増益の4,000百万円を計画しています。

・今年は、長期経営ビジョン「TaKaRaグループ・ビジョン2020」および「TaKaRaグループ中期経営計画
2013」の1年目として、再び増収・増益となる良いスタートを切りたいと考えています。

・以上で、私からの説明を終了します。ご静聴ありがとうございました。
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